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防
災・減
災
の
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お
う
ち
レ
シ
ピ

温
か
い
ス
ー
プ
で
体
の
中
か
ら
ポ
カ
ポ
カ

「
カ
レ
ー
ス
ー
プ
」

阪
神
大
震
災
か
ら
28
年
、東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年―
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そ
も
そ
も
「
自
然
災
害
」
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
然
災
害
は
、

日
本
の
法
令
上
で
は
「
暴
風
、豪
雨
、豪
雪
、洪
水
、

高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴
火
、
そ
の
他
の
異
常

な
自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
被
害
」
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
こ
の
「
異
常
な
自
然

現
象
」が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。（﹇
内
閣
府「
災

害
対
策
基
本
法
」
よ
り
﹈）

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
や
２
０
１
８
年
の

西
日
本
豪
雨
な
ど
で
も
、
地
域
の
復
興
や
要
配

慮
者
へ
の
リ
カ
バ
リ
ー
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
と
同
時
に
、
災
害
発
生
時
は
私
た
ち
ス

タ
ッ
フ
も
被
災
者
と
な
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
復
興
す
る
ま
で
の
間
、
要
配
慮
者
が
こ
れ

ま
で
利
用
し
て
い
た
社
会
的
な
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
を
、
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
災
害
を
想
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
防
災
・
減
災
の
方
法
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
々

の
状
況
に
合
わ
せ
た
「
事
前
の
準
備
」を
、
自
助
・

共
助
の
視
点
か
ら
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
準
備
が
災
害
時
の
不
安
を
緩
和
さ
せ

た
り
、
支
援
を
受
け
易
い
状
況
等
を
整
え
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

災害を知り、
　　　防災・減災を考える

住
ん
で
い
る
地
域
で
予
測
さ
れ
る

災
害
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

東日本大震災における
年齢階級別死亡者数

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000
（人）

60
歳
以
上
合
計

80
歳
以
上

70
〜
79
歳

60
〜
69
歳

50
〜
59
歳

40
〜
49
歳

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

10
〜
19
歳

0
〜
9
歳

466 419 515 847 1,116
1,883

2,945
3,759 3,381

10,085

（図表『東日本大震災における年齢階級別死亡者数』参照／出所：内閣府）

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
災
害
に
、
不
安
を
抱
え
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
日
頃
か
ら
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
小
さ
な
お
子
様
や
高
齢
者
、
障
害
者
や

ご
家
族
に
と
っ
て
は
、
尚
更
の
こ
と
で
す
。
実
際
に
過
去
に
創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
事

業
所
が
あ
る
岡
山
県
、
広
島
県
、
香
川
県
で
も
大
雨
や
大
雪
な
ど
の
自
然
災
害
に
み

ま
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
た
り
、
復
興
に
時
間
を
要
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

被
災
時
に
お
い
て
要
配
慮
者
の
方
た
ち
は
最
も
高
リ
ス
ク
と
い
わ
れ
て
お
り
、

2
0
1
1
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
約
６
割
の
方
が
高
齢
者
。

障
害
者
が
一
般
的
な
死
亡
率
の
約
２
倍
で
あ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
　

　
大
切
な
命
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
を
守
る
た
め
、
災
害
対
策
に
も
う
一
度
関
心
を

向
け
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
の
時
を
予
見
し
、
事
前
に
防
災
・
減
災
行
動
を
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
共
に
考
え
・
備
え
・
役
立
て
る
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
、
障
害
者（
児
）、
難
病
患
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
外
国
人

の
方
要
配
慮
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
情
報
把
握
・
避
難
・

生
活
手
段
の
確
保
な
ど
の
活
動
が
、
迅
速
に
行
い
に
く
い
立
場
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

要配慮者
とは…

自
然
災
害
大
国
、
日
本
で
の
心
構
え

死亡者の
約6割以上が
高齢者

1step

地震

噴火

豪雪

津波・高潮

暴風

豪雨洪水

知っていましたか？

防
災･

減
災
のス

ス
メ

事
前
に
備
え
る
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市町村が指定している避難所
へ速やかに避難しましょう

安全な親戚や知人宅に
速やかに避難しましょう

警戒レベル4で

2step避難行動シミュレーション
自助と共助   で備える

災害に対し、自らの命を守れる、「自助」への備えがポイントです。
事前にハザードマップを確認し、避難場所や避難方法を決めておきましょう！
また、地域で防災対応する、「共助」の輪も保ち、協力し合いましょう！

避難訓練
要配慮者と避難訓練を行い、避難経路や
避難先を覚える他、避難に要する時間の
確認、備蓄や防災グッズを定期点検する。

BCP（事業継続計画）研修
災害等の緊急事態発生時に備え、被害を
最小限に抑え、事業の継続や復旧を早期
に図るための計画策定や研修を実施。

福祉避難所 特例・代替サポート
災害時に高齢者や障害者など一般の避難
所生活では支障をきたす要配慮者に対し
て配慮された避難所としての役割を担う。

自宅が被災した場合は避難先からでも通
えるよう支援する他、事業所が被災した
際でも、訪問介護や生活支援等の代替サ
ービスの臨時利用を提案し、心身をケア。

市町村が指定している
避難所へ避難しましょう

安全な親戚や知人宅に
避難しましょう

安全な場所に
住んでいて、
身を寄せられる
親戚や知人は
いますか？

※警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。また、市町村が災害の
状況を把握できない等の理由から、必ずしも
発令される情報ではありません。

警戒レベル3で

避難先は小中学校・公民館だけではありません。
確実に身が守れる場所を普段からチェックしておきましょう。

出所：内閣府「防災情報のページ」【お役立ち情報（一般向け）】より［https://www.bousai.go.jp/oyakudachi/info_general.html］

　　危険な場所からは
警戒レベル３で高齢者等は避難！
警戒レベル４で全員避難です！
警戒レベル５の発令を待たない！

4

3

2

1

警戒レベル４までに必ず避難！

緊急安全確保※

危険な場所から 全員避難！
－安全な場所へ避難しましょう！－

危険な場所から 高齢者等は避難！
－避難に時間を要する人は避難！－

避難方法を確認！
－避難行動の確認をしましょう！－

最新情報に注意！
－災害への心構えを高めてください！－

5

（市町村発令）

（市町村発令）

（気象庁発令）

（気象庁発令）

警戒レベル
はい

いいえ

はい

いいえ

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー

「避難」とは、
「難」を「避」けることです。

揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
、

頭
を
守
り
、

動
か
な
い
！

安全な場所に
住んでいて、
身を寄せられる
親戚や知人
はいますか？

はい

いいえ

ご自身または一緒に
避難をする方は
避難に時間がかかり
ますか？

色が塗られていなくても、周りと比べ
て低い土地や崖のそばなどにお住まい
の方は、市区町村からの避難情報を
参考に必要に応じて避難してください。

https://disaportal.gsi.go.jp/

サイトにアクセスして
自宅の場所を確認し、
印をつけてみましょう

ハザードマップポータルサイト

「ハザードマップ」で確認
平常時に
確認！

避難行動は？
あなたのとるべき

災
害
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
原
則
と

し
て
自
宅
の
外
に
避
難
が
必
要
で
す

は
い

家がある場所に色が
塗られていますか？

ハザードマップとは…
自然災害による被災想定区域や

避難場所・避難経路・防災関係施設の
位置などを表示した地図のこと

話
し
合
お
う
！

家
族
や

福
祉
施
設
と

共
に
考
え
る

災
害
へ
の
備
え

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み

災
害
時
に
備
え
る

地
震
の
場
合
、

震
度
6
以
上
の
揺
れ
で
は

逃
げ
る
こ
と
は

ま
ず
不
可
能
！

いいえ
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災害前に知っておきたい
　　　　 知る・伝える手段

大切な人を守るためのあなたの一声！

「逃げなきゃコール」の流れ

防災情報の
プッシュ通知

各種災害情報サービスの登録

大切な人に電話で連絡！

電話を受けた人は避難開始

左のQRコードのサイトから、
ＮＨＫ・Ｙａｈｏｏ！・ａｕ・docomo
など各種アプリやサービスを入手し、
自分や家族の住まいの地域を登録。
（※事前の登録が必要です）

事前に登録した地域に災害情報が
発令するとスマホに通知されます

通知された内容を家族や知人
に連絡し、避難を指示する。逃げなきゃコール

「逃げなきゃコール」

3step

大規模災害時に安否確認などができる
災害用伝言サービスです。
ＮＴＴ…局番無しの 171番に電話。
・録音するときは１番を押す
・再生するときは２番を押す
続けて市外局番＋電話番号を押す。

携帯電話各社…事前に登録・指定が
必要。登録されるとメールで知らせ
る機能も提供されている。また、ネッ
ト上で安否情報の確認ができる。

通信会社の基地局が被災した場合に備
えて、日本では00000JAPANという
サービスがあります。大規模災害発生
時、契約中の通信キャリアに関係なく、
誰でもパスワード不要で利用ができる
無料Wi-Fiです。

災害用無料Wifiサービス

災害用伝言ダイヤルサービス

災害時用の連絡サービス
覚えてお

こう！

災害情報の
通知が届く

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

す
ぐ
避
難
し
て
！

事前準備で使
えるツール

家
族
で
決
め
て
お
き
た
い
こ
と

安否確認の方法を決めておく
自分の身の安全を図った後に、気になるのは家族や知人
の安否。災害発生時は電話回線が混みあったり、携帯会
社の基地局が停電して連絡が取り合えない事態が発生す
る可能性があります。そのような場合を想定し、安否確
認の方法を事前に決めておき、定期的にテスト操作もし
ておきましょう。

避難場所などは大人数が集まるので、合流する集合場所
や避難する道筋を具体的に共有しておく。

場所 どこへ どの道で 行くのか

すぐに集合場所まで向かえない可能性もあります。
午前と午後で待ち合わせを２回設けるとベター。

時間 いつ 待ち合わせるのか

連絡手段は優先順位をつけ、複数決めておくことが大切。
毎月１日と 15 日に開局される災害伝言ダイヤルや伝言
板を家族間で試しておく習慣を！

連絡 何を使って 連絡を取り合うのか

・避難場所
　創心第一小学校

・時　間
　10時と15時に運動場の鉄棒前
　15分間待つ

・連絡方法
　①太郎の携帯電話
　　　090-0000-5678
　②171に伝言を残す
　③叔父に連絡
　　　086-000-6543

災害時の連絡方法
例

い
つ
で
も
見
れ
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

あ
り
が
と
う
！

避
難
す
る
よ
！

出所：政府広報ライン『日ごろの備えから災害時まで　防災情報の総合窓口「防災ポータル」』より一部抜粋
　　　国土交通省ウェブサイト『防災ポータル』ならびに『登録型のプッシュ型メールシステムによる
　　　高齢者避難支援「逃げなきゃコール」』より一部抜粋
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創
心
會
ゲ
ー
ト

S
O
U
S
H
IN
K
A
I G
A
T
E

01

Vol
・ Soush inkai

Village
2040 年、創心會グループはテーマパーク規模の共生型サービス

『Soushinkai Village』を創造しています。

「創心會ゲート」は子どもから高齢者や障害者、地域の人々が訪れる玄関口。

人々を出迎え、目的地へと案内する役割をもちます。

ゲートをくぐると、予め登録していた自分の疾病・障害や使用言語などの

情報に応じた会話・介助方法で目的地まで誘導してくれます。

地域に開かれた事業所を目指して

SOUSHINKAI GROUP MIRAI Vision Map 2040

創 心 會 未 来 図 鑑

地域共生社会は、制度や分野ごとの縦割りや、支え
手と受け手、世代といった関係を超え、人と人、人
と資源が世代や分野を超えて繋がることで、住民一
人ひとりの暮らしや生きがい、地域を共に創ってい
く社会です。私たちは、日頃から地域をより知ろう
とし、一層地域に開かれた事業所であるために、行
事やセミナー、交流会などを通じて、いつでも相談
し合える関係を目指しアクションしています。

２
０
４
０
年
問
題
を
は
じ
め
、
急
速
に
進
ん
で
い
く
社
会
の
変
化
を
と
ら
え

私
た
ち
は
ど
う
適
応
し
て
い
く
の
か
。『
創
心
會
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
』は

希
望
あ
る
地
域
社
会
の
未
来
を
描
い
た
私
た
ち
の
事
業
マ
ッ
プ
で
す
。
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時
代
や
社
会
状
況
に
関
わ
ら
ず
普
遍
的

に
求
め
ら
れ
る
職
種
を
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
呼
び
ま
す
。
医
療
福
祉
、
教

育
・
保
育
従
事
者
の
他
、
農
業
従
事
者
も

そ
の
一
つ
で
す
。
農
業
・
漁
業
の
提
供
が

途
絶
え
れ
ば
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を

も
た
ら
し
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
第
一
次

産
業
従
事
者
の
割
合
は
、
20
世
紀
初
頭
は

全
労
働
者
の
7
割
に
及
ん
で
い
ま
し
た

が
、
2
0
0
0
年
代
に
は
わ
ず
か
5
%
ほ

ど
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
に
加
え
て
労
働
条
件
の
厳
し
さ
な
ど
の

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
・
要
介
護
者

等
の
就
労
参
画
の
た
め
に
は
、
通
年
栽
培

可
能
で
販
路
の
広
い
作
物
が
適
し
て
い
ま

す
。
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
青
ネ
ギ
や

イ
チ
ゴ
栽
培
に
着
手
し
、
地
域
の
飲
食
店

や
小
売
店
に
卸
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
加

工
製
造
技
術
を
活
か
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー

等
へ
の
カ
ッ
ト
ネ
ギ
、
カ
ッ
ト
キ
ャ
ベ
ツ

商
品
の
出
荷
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
商
品
が
購
入
・
消
費
さ
れ
続
け
る
こ
と

は
、
障
害
者
ら
の
居
場
所
や
出
番
・
役
割

の
創
出
に
結
び
つ
き
ま
す
。

ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
今
後
も
持
続

可
能
な
農
業
の
推
進
と
農
業
技
術
の
向
上

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
社
会
参
加

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
農
業
と
福
祉
の
架

け
橋
と
し
て
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

合
同
会
社
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム

部門
紹介

����

16

農
業
生
産
事
業
部・農
産
加
工
事
業
部

農福連携、生産・加工、
就労支援他

耕作放棄地を福祉に転用し、日本の農業や福祉の先を拓くことで
障害者も高齢者も就労参画できる連携型の農業事業です。

��
����

�������
���������������������

サ ービ ス 内 容

青
ネ
ギ
事
業
…
生
産
、加
工
、

出
荷
販
売（
主
に
、飲
食
店

や
食
品
工
場
と
取
引
中
）

カ
ッ
ト
キ
ャ
ベ
ツ
事
業
…
加

工
、出
荷
販
売（
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
等

と
取
引
中
）
※
受
託
製
造
可

イ
チ
ゴ
事
業
…
生
産
、
出
荷

販
売
（
道
の
駅
や
個
人
向

け
に
販
売
中
）

そ
の
他
の
事
業
…
介
護
用
給

食
の
卸
売
仲
介
・
配
送
、食

器
洗
浄
な
ど
を
受
託
中
。

ど
根
性
で
貫
く
、

　
　
　農
福
連
携
へ
の
道

要
因
に
よ
り
、
後
継
者
不
足
を
は
じ
め
、

人
材
不
足
の
状
態
が
長
ら
く
続
い
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
食
料
自
給
率
の
向
上

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
担

い
手
の
確
保
や
、
作
業
の
効
率
化
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。 

「
合
同
会
社
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
」で
は
、

農
業
と
福
祉
の
連
携
に
よ
り
、
障
害
者
や

要
介
護
者
等
の
就
労
参
画
に
よ
る
農
業
生

産
と
農
産
加
工
を
推
進
し
、
農
業
の
担
い

手
不
足
と
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
い
っ
た

社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
の
農
作
業
・
加
工

作
業
の
各
工
程
に
は
、
就
労
継
続
支
援
A

型
事
業
所
を
運
営
す
る
株
式
会
社
リ
ン
ク

ス
ラ
ヴ
か
ら
、
日
々
障
害
者
が
施
設
外
就

労
し
、
生
産
行
程
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
主
に
介
護
保

険
事
業
を
す
る
株
式
会
社
創
心
會
の
事
業

所
が
笠
岡
市
他
に
あ
り
、
そ
の
利
用
者
が

機
能
回
復
の
後
に
、
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
を

利
用
し
就
労
参
画
す
る
な
ど
、
加
齢
や
障

害
が
あ
っ
て
も
、
社
会
参
加
を
促
す
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ノ ウ フ ク
農 家
Ag r i c u l t u r e

障害者

人 材 不 足 働く場所が少ない

we l f a r e

連携

連携

・就労機会の提供
・職員に農作業指導
・報酬の支払い

・労力（人手）の提供
・生産性向上
・地域貢献 など

問 題 解 決 問 題 解 決

継続的に収入を得られて
経済的に自立できたぞ！

耕作放棄地にならずに
活用できそうだぞ！

人手が確保できたので
計画的な栽培や売上げが
見込めそうだ！ 自分が関わった商品が

売られていて嬉しい！

農業のWin と福祉のWin から
誰もが働きがいがある未来へ

農福連携は、農業の未来を広げるキーワード
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interview

二神社長に聞いた農業生産＆農産加工事業のこと

ネギの生産と
カット加工に絞り
事業基盤を確立

イチゴ栽培から
新たな農福連携の
可能性を広げる

専門性に基づく
農業を福祉精神で。
挑戦を楽しもう

農福連携で「いちご栽培」に初挑戦！
コラボレーションや観光農園に夢は広がる。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
震
災
が
次
々
と

起
こ
り
、
畑
が
一
つ
あ
れ
ば
命
を
つ
な
げ

ら
れ
る
、
そ
う
い
う
感
覚
に
な
っ
た
こ
と

が
農
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
一
方
で
、

ケ
ア
に
お
い
て
土
に
触
れ
る
重
要
性
を
説

い
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、農
作
物
を

作
る
こ
と
は
生
命
力
に
つ
な
が
る
こ
と
。

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
後
に
社
会
参
加
で
き
る
場

所
や
仕
組
み
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り

農
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た

の
は
、
笠
岡
に
ネ
ギ
の
農
場
を
持
っ
た
こ

と
で
す
。ネ
ギ
の
生
産
・
加
工
事
業
が
軌
道

に
乗
り
、
就
労
継
続
支
援
も
Ｂ
型
か
ら
Ａ

型
に
移
行
。
農
福
連
携
の
成
果
が
出
て
き

た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
禍
で
納
品
先
が
途
絶
え

て
し
ま
う
試
練
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
頑
張
り
で
優
れ
た
調
理
・
保
存

技
術
を
開
発
。
私
た
ち
の
カ
ッ
ト
野
菜
が

今
後
少
し
ず
つ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

並
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦
と
し
て
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
対
応
で
、
カ
ッ
ト
野
菜
用
に
紙
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。
県
内
の
店
舗

で
並
び
始
め
て
い
て
、
エ
コ
意
識
の
高
い

関
東
圏
へ
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
農
福
連
携
で
は「
イ
チ
ゴ
栽
培
」

に
初
挑
戦
し
て
い
ま
す
。「
イ
チ
ゴ
」っ
て

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
で
し
ょ（
笑
）。
加
工

が
で
き
て
、
就
労
支
援
に
も
向
く
。
い
ろ

い
ろ
な
方
々
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で

き
る
。
可
能
性
が
広
が
る
果
物
的
野
菜
だ

と
思
う
の
で
夢
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
さ
ら

に
、
イ
チ
ゴ
摘
み
を
楽
し
め
る
観
光
農
園

事
業
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
施
設
に
売
り
込
ん

で
、
ご
利
用
者
様
や
お
子
様
向
け
に
ツ

ア
ー
を
組
み
た
い
で
す
ね
。
創
心
會
で
は

旅
行
介
助
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、

資
格
を
取
得
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
で

き
る
こ
と
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

可
能
で
す
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
農
業
は
有
望
産
業
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
次
元
の
農
業
で
は
な
く
、
国

産
国
消
と
い
う
国
レ
ベ
ル
の
農
業
に
な
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
少
子

高
齢
化
に
対
応
で
き
る
農
業
が
開
発
さ
れ

る
こ
と
が
前
提
で
す
。
ビ
ル
の
中
で
野
菜

を
作
っ
た
り
、
地
下
で
米
を
作
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
か
ら
、
い
ず
れ
花
が
咲
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
に
就
労
支
援
と
し
て
組
み
込
ま
れ

て
い
く
仕
組
み
・
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
と
で
言

え
ば
、
農
業
は
非
常
に
専
門
性
の
高
い
分

野
な
の
で
、
今
ま
で
の
経
験
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
専
門
性
や
エ
ビ
デ
ン
ス
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
福
祉
精
神
を
忘
れ
ず
に
や
る
と
い

う
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
難
し
い
挑
戦
に

な
り
ま
す
が
、
絶
対
に
人
生
を
有
意
義
な

も
の
に
し
ま
す
か
ら
、
楽
し
ん
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
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❶
材
料
を
炒
め
る

鍋
に
油
を
入
れ
、
ウ
イ
ン

ナ
ー
を
軽
く
炒
め
る
。
ウ
イ

ン
ナ
ー
に
軽
く
火
が
入
っ
た

ら
、
そ
こ
に
千
切
り
キ
ャ
ベ

ツ
を
入
れ
る
。

❷
煮
込
む

❶
の
鍋
に
水
と
市
販
の
固
形

カ
レ
ー
ル
ー
を
入
れ
、
ル
ー

が
と
け
る
ま
で
軽
く
混
ぜ
な

が
ら
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

❸
味
を
と
と
の
え
る

塩
・
胡
椒
で
味
を
整
え
、
器
に

盛
り
、
完
成
！

創心会リハビリ倶楽部®中洲
フードリハスタッフ®
杉原 紗綾（管理栄養士）

おうち
レシピ

キ
ャ
ベ
ツ
の
栄
養
素
に
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｕ（
キ
ャ
ベ
ジ
ン
）の
他
に
も
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
水
溶
性

の
た
め
水
に
さ
ら
し
過
ぎ
る
の
は

Ｎ
Ｇ
。
そ
こ
で
ス
ー
プ
や
煮
物
に

調
理
し
て
汁
ご
と
食
べ
る
こ
と
で

栄
養
を
逃
が
さ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。ま
た
、今
回
の
レ
シ
ピ
で

は
具
材
を
油
で
炒
め
る
こ
と
で
、短

時
間
で
加
熱
調
理
で
き
る
上
、千
切

り
さ
れ
て
い
る
の
で
更
に
加
熱
時
間

を
短
縮
で
き
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
損
失

も
防
げ
ま
す
。特
に
芯
の
部
分
に
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
す
が
、千
切
り

キ
ャ
ベ
ツ
は
芯
の
部
分
も
薄
く
ス
ラ

イ
ス
さ
れ
て
い
る
の
で
食
べ
や
す
い

で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
丸
ご
と
使
う

場
合
も
捨
て
ず
に
ス
ー
プ
や
煮
物
で

や
わ
ら
か
く
し
て
召
し
上
が
る
の
が

お
ス
ス
メ
で
す
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
と
ろ
け
る

チ
ー
ズ
や
粉
チ
ー
ズ
を
プ

ラ
ス
す
る
と
、コ
ク
が
増

し
、味
も
ま
ろ
や
か
に
な

る
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
！

カ
レ
ー
と
乳
製
品
の
相
性

は
抜
群
な
の
で
、乳
製
品

が
苦
手
な
方
で
も
カ
レ
ー

の
風
味
で
食
べ
や
す
く
な

る
の
で
、ぜ
ひ
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

レシ
ピを考えました！千切
りキャベツを使って
ど根性フ

ァームの

材
料（
2
人
前
）

ス
ー
プ
や
煮
込
み
調
理
で

汁
ご
と
食
べ
れ
ば

栄
養
を
逃
さ
ず
キ
ャ
ッ
チ
！

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

・
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ 

1
袋

・
ウ
イ
ン
ナ
ー 

１
袋

・
水 

500
㎖

・
固
形
の
カ
レ
ー
ル
ー 

２
片

・
塩 

少
々

・
胡
椒 

少
々

つ
く
り
方

マルナカやMARUI各店で
絶賛販売中！

カレースープ
温かいスープで体の芯からポカポカ
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ラ
ジ
オ
で
「
人
は
9
割
が
話
し
方
次
第
」
と

聴
き
、
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
と
で
も
会

話
や
対
話
を
大
切
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

調
理
員
の
頃
か
ら
ご
利
用
者
様
に
は
声
を
よ
く

か
け
て
い
た
だ
き
、
自
分
を
必
要
と
し
て
く
だ

さ
る
気
持
ち
に
応
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
保
つ
よ
う
に
、

い
つ
も
大
き
な
声
で
挨
拶
し
、
相
手
の
価
値
観

や
言
葉
に
寄
り
添
い
、
じ
っ
く
り
聴
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
ズ

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
̶Sustainable D

evel-
opm
ent G

oals

】
世
界
共
通
の
合

言
葉
と
し
て
、
2
0
1
5
年
9
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟
国
の
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発

目
標
。
思
想
や
文
化
、
人
種
や
国
を

超
え
て
、
よ
り
よ
い
未
来
に
し
て
い

く
た
め
の
17
の
目
標
で
す
。
企
業
や

個
人
、
大
人
や
子
ど
も
な
ど
、
年
齢

や
立
場
に
よ
っ
て
で
き
る
行
動
は
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
な
ら

ど
う
す
る
か
。
そ
れ
を
一
人
ひ
と
り

が
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
、
創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
体
現
し
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
未
来
へ
の
つ
な
が
り
、
可

能
性
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

@SOUSHINKAI

下岡　勝（しもおか まさる）
創心会リハビリ倶楽部®笹沖 勤務
機械加工技能検定２級

1958年広島県安芸高田市立高宮中学校を卒業
後、水道設備業、鉄工所、自動車計測器の製造
所での勤務を経て、倉敷の寿司・仕出し弁当会社
の調理兼配送員として40年務める。
2014年にデイサービス調理員として創心會に入
社。創心会リハビリ倶楽部笹沖に配属。
2018年環境整備員に転換し、現在も創心
會倉敷地域リハビリケアセンター全体の
美化・清掃を担う。今年で満80歳を迎える。

当施設は創心會倉敷地域リハビリケアセンターの中にあり、センター内に
は他にも短時間集中型や認知症対応型など異なるコンセプトのデイサービ
スや居宅介護支援事業所が併設。介護保険のご相談や生活目標に応じたリ
ハビリケアを提供いたします。近隣には病院や健康福祉プラザ等の公共施
設があり、社会参加や就労復帰などの相談連携を図っています。

活動・参加型
デイサービス リハビリ倶楽部®笹沖

一つひとつの作業のその先を考え、丁寧に取り組む下岡さん。同施設のスタッフから「ぜひ、SDGsな人に」と推薦の声が届きました。

■場所／〒710-0834  倉敷市笹沖117番地
■電話／ 086-423-7088 ■FAX／ 086-423-7188
■営業／ 8：30～ 17：30［サービス提供時間／ 09：30～ 16：40］
■休み／日曜日、年末年始（12月31日～ 1月3日）

日
課
に
疲
労
回
復
に
良
い
ク
エ
ン
酸
を

摂
れ
る
よ
う
、
リ
ン
ゴ
酢
を
混
ぜ
た
水
を

携
帯
し
て
小
ま
め
な
水
分
摂
取
を
し
て
い

ま
す
。
私
が
若
い
頃
は
上
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
な
田
舎
で
は
、
井
戸
か

ら
水
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
設
備
で
生
活

に
必
要
な
水
を
得
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

▼ Shim
ooka M

asaru

心
を
通
わ
す
言
葉
の
大
切
さ

は
当
た
り
前
に
蛇
口
か
ら
清
潔
で
安
全
な

水
が
飲
め
る
こ
と
に
有
難
さ
を
感
じ
ま
す
。

食
器
洗
い
の
際
に
は
タ
ラ
イ
に
溜
め
た
水

で
洗
う
な
ど
、
節
水
を
は
じ
め
水
を
大
切

な
資
源
の
一
つ
と
し
て
使
う
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

08
File no.

File no.08

長
年
、
食
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
の

で
自
炊
も
買
い
物
も
好
き
で
す
。
大
豆
製

品
や
野
菜
を
1
日
1
回
は
食
べ
、
好
き
嫌

い
せ
ず
何
で
も
食
べ
ま
す
。
こ
れ
は
兄
を

ガ
ン
で
亡
く
し
て
か
ら
30
年
く
ら
い
続
け

て
い
る
習
慣
で
す
。
弁
当
会
社
を
退
職
後
、

2
年
く
ら
い
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
た
が
。
そ

の
ま
ま
老
後
を
過
ご
す
よ
り
も
働
け
る
限

り
働
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
健
康
に
働
き

続
け
る
こ
と
で
周
り
へ
の
恩
返
し
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。

健
康
に
働
き
続
け
、
周
囲
に
恩
返
し
を

3

清
潔
で
安
全
な
水
を
当
た
り
前
に
使
え
る
こ
と
に
感
謝

10

16

2

5

12

14

6私
の
い
る
創
心
会
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
で
は
、
各
々
が
ご
利

用
者
様
や
同
僚
た
ち
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
相
手
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
知
る
こ
と
で
、
自
分

と
の
共
通
点
や
違
い
を
知
り
、
尊
敬
す
る
心
や
親
し
み
の
心
が
援

助
す
る
姿
勢
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
年

齢
や
健
康
状
態
、得
手
不
得
手
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
役
割
を
も
ち
、
必
要
な

存
在
だ
と
互
い
を
承
認
し
合
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
合
っ
て
い
る
事

業
所
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
も
、
勤
務
中
は
任
さ
れ
た
仕
事
を
懸

命
に
取
り
組
み
、
相
手
の
立
場
を
考
え
、
前
向
き
な
言
葉
を
発
せ

ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

私
の
年
代
は
人
間
が
蓄
え
て
き
た
経
験
や
知
恵
を「
こ
と
わ
ざ
」

と
い
う
形
で
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
検
索
す
れ
ば
調
べ
ら
れ
る
便
利
さ
が
勝
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
人
伝
い
に
知
る
こ
と
」
と
の
違
い
は
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
を
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

「
思
い
」
ま
で
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
か
嬉
し
い
と
感
じ
た
と
き
に
、

そ
の
感
情
に
つ
い
て
一
旦
冷
静
な
目
を
向
け
る
と
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
感
情
に
な
れ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す

る
と
自
然
と
周
り
の
人
に
感
謝
を
返
そ
う
、
優
し
く
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
方
々
に
、
人
伝
い
に
話

を
す
る
こ
と
で
何
か
が
伝
わ
り
、
そ
の
人
が
誰
か
の
た
め
に
動
く
、

そ
の
き
っ
か
け
創
り
や
繋
が
り
を
大
切
に
し
続
け
た
い
で
す
。

活
躍
で
き
る
場
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

8

11

16

4

3地
域
の
中
で
、私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
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創
心
會
の
笑
顔

体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、

笑
顔
も
出
て
き
ま
す
ね
。

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
笑
顔
が
素
敵
な
方
を
紹
介
し
ま
す
。 皆

さ
ん
の
笑
顔
が

私
た
ち
の
栄
養
で
す

※撮影時のみ、マスクを外しています

創心会元気デザイン倶楽部総社　センター長　荒木 未久（あらき みく）

リハビリ倶楽部 笠岡

リハビリ倶楽部 玉島訪問看護リハビリステーション
（本部）

リハビリ倶楽部 笹沖

五感リハビリ倶楽部
岡南

五感リハビリ倶楽部
岡南

五感リハビリ倶楽部
岡南

百年煌倶楽部 茶屋町

リハビリ倶楽部 玉島

五感リハビリ倶楽部（笹沖）

元気デザイン倶楽部 茶屋町

リハビリ倶楽部
邑久

リハビリ倶楽部 邑久



投
稿
紹
介

このコーナーでは川柳や俳句、短歌を（ご自身の作品で未発表のもの）募集しております。投稿されたものは、社外報やウェブサ
イト等に掲載することがありますので、ご了承ください。審査員がじっくりと選ばせていただいております。わからないことはお
近くのスタッフ、または広報CSR部までお問い合わせください。ぜひ皆様の投稿を楽しみにしております。

次回テーマ

新生活
次回締切：2023年２月28日火
投稿方法：投稿用紙に作品を書いて
 ◎投稿箱 または、
 ◎FAX（086-428-0946）
 に投稿をしてください

入　選

佳　作

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

今
回
は
97
句
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
玄
関
や

フ
ロ
ア
に
あ
り
ま
す

テ
ー
マ   

受  

験

【
講
評
】

【
講
評
】

子
の
受
験
　
桜
の
つ
ぼ
み
に
　
手
を
合
わ
す

戦
時
中
　
釜
山
か
ら
米
子
へ
　
受
験
旅

春
に
桜
が
開
花
す
る
頃
に
は
、
こ
の
つ
ぼ
み
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
に
も
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
こ
と
を
願
い
、
切
々
と
祈
る
と
同
時
に
、
寒
い
冬
を
耐
え
ぬ
き
、

春
に
は
美
し
い
花
を
開
く
つ
ぼ
み
に
、
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
を
重
ね
、
信
じ
て
静
か
に
見
守
る
親
心
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
句
で
す
。

太
平
洋
戦
争
が
あ
っ
た
80
年
前
。
戦
渦
を
免
れ
る
た
め
に
疎
開
し
た
釜
山
か
ら
、受
験
の
た
め
に
米
子
へ
と
向
か
う
道
の
り
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
は
ず
が
、

「
旅
」
と
表
現
し
た
筆
者
か
ら
は
、
ど
こ
か
道
中
の
苦
労
よ
り
も
、
若
者
ら
し
い
冒
険
心
や
快
活
さ
を
感
じ
た
句
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
大
安
寺

�

小
野�

孝
子

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
洲

�

岡
田�

良
平

受
験
生
　
満
天
の
星
　
見
上
げ
て
る

そ
う
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
茶
屋
町
　
篠
原
み
ど
り

神
詣
で
　
孫
の
合
格
　
手
を
合
わ
せ

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
大
森
孝
夫

キ
ッ
ト
勝
つ
！

　
　
書
か
れ
た
チ
ョ
コ
を
　
食
べ
る
だ
け

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
児
島
　
淺
沼
フ
ヂ
子

受
験
の
子
　
見
送
る
駅
の
風
強
し

百
年
煌
俱
楽
部
茶
屋
町
　
貞
末
芳
枝

桜
咲
く
　
受
験
結
果
の
　
便
り
待
つ

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
今
　
原
務

よ
ろ
こ
び
を
　
胸
の
い
た
み
で
　
ま
つ
受
験

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
鹿
庭
ツ
ヤ
子

静
寂
を
　
や
ぶ
る
鉛
筆
　
落
ち
る
音

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
高
松
中
央
　
上
北
愼
吾

母
の
愛
　
声
掛
け
優
し
い
　
受
験
の
日

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
笹
沖
　
林
政
男

深
夜
に
も
　
子
供
部
屋
に
は
　
灯
り
あ
り

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
平
松
幹
也

孫
の
顔
　
受
験
ご
と
に
　
た
く
ま
し
く

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
遠
藤
徹

受
験
校
　
下
見
は
夢
の
　
第
一
歩

そ
う
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
茶
屋
町
　
篠
原
み
ど
り

胸
に
薔
薇
　
つ
け
て
赤
門
　
く
ぐ
る
夢

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
冨
谷
豊
稔

受
験
吾
に
　
多
く
の
サ
ク
ラ
が
　
咲
く
よ
う
に

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
岩
崎
恒
子

受
験
生
　
お
の
れ
自
身
に
　
ム
チ
を
う
つ

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
三
上
参
次

電
文
を
　「
ト
ラ
ト
ラ
」と
打
つ
　
父
笑
顔

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
冨
岡
淳

サ
ク
ラ
咲
く
　
受
話
器
の
向
で
　
笑
い
声

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
児
島
　
福
留
照
人

そ
の
昔
　
受
験
戦
争
　
の
り
越
え
て

　
　
　
　
　
　
孫
は
社
会
で
　
輝
き
放
つ

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
児
島
　
岡
野
啓
子

受
験
終
え
　
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
　
お
ぼ
ろ
月

百
年
煌
俱
楽
部
茶
屋
町
　
森
上
美
智
子

受
験
票
　
棚
に
祀
り
て
　
神
だ
の
み

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
今
　
原
務

孫
受
験
　
日
々
神
仏
に
　
手
を
合
わ
す

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
高
松
中
央
　
岡
崎
吉
隆

受
験
の
日
　
緊
張
解
す
　
母
の
愛

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部（
笹
沖
）　
藤
原
恒
子

春
の
風
　
受
験
合
格
　
が
ん
ば
る
ぞ

リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡
　
吉
實
直
久
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家
ト
レ
倶
楽
部

い
え

http://pr6.space/0/ 家トレ

家トレ倶楽部
動画でチェック！

チャンネル登録

訓練ポイント！

※疾患がある方は、かかりつけ医や専門職にご相談ください。
※運動時に痛みや動悸がある場合は中止してください。 創心会訪問看護リハビリステーション大安寺

作業療法士／石元 理沙(いしもと りさ)

姿勢の維持や、便秘予防に
役立つ筋肉のトレーニングです
年齢を重ねると、腹筋が緩んでくるのは自然なことです。
意識して腹部や骨盤の筋肉を鍛えることは、姿勢をきれ
いにしてくれ、便通の改善にもつながるので体にとってと
てもよい運動です。

1

基本編 応用編

便秘の改善と予防
体幹ひねりストレッチ

一カ所を結んだタオルを椅子の上に縦に置く。
結びが体の真下にくるように、まっすぐに
背すじを伸ばして座る。

2
強度アップ！トイレを我慢するイメージで肛門を

締めながら、上半身をひねる。
お腹を絞るように息を吐き出す。

身体が柔軟な人は、
足を組んで行うとより効果的。

ここに効く！
骨盤底筋 内・外腹斜筋

結んだタオルの刺激で骨盤底筋が
持ち上がります。

床に横になって行うこ
ともできます。横に
なって行う場合はタオ
ルを太腿に挟んで行い
ましょう。ゆっくりと
深呼吸をしながら行う
とより効果的です。

●背筋を伸ばす

●腰からゆっくりひねる

●ひねりながら
　ゆっくり息を吐く

結び目の真上に座る



の
り
し
ろ
㋑
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋑

の
り
し
ろ
㋐
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋐

の
り
し
ろ
㋒

の
り
し
ろ
㋓

のりしろ㋔

FAX 086-428-0946
（24時間受付）

社外報 読者アンケート vol.119

（※） ご希望プレゼントは必ずご記入ください。複数のご応募はお控えください。

氏　　名

年　　齢

住　　所

□～20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代　□80代　□90代～

フリガナ
電話番号

〒

ご希望プレゼント
番号（※）

ご利用施設名・ご利用サービス名・事業所名など区分（ご自身のあてはまる属性）
□ご利用者様・患者様
□ご家族様
□ケアマネジャー様
□その他（　　　　　　 　）

創心會グループ社外報 PRIDEsign を読む頻度について教えてください。
（該当する番号に〇をつけてください）

1. 今回はじめて　　2. 毎号読んでいる　　3. たまに読んでいる

Q1

本誌で掲載している記事や内容はいかがですか？
（該当する番号に〇をつけてください）

1. とても良い　　2. 良い　　3. 普通　　4. 悪い　　5. とても悪い

Q2

本誌で興味深かった・面白かった記事にチェックしてください。（複数選択可）

□表紙 □特集「防災・減災のススメ」

□部門紹介「農業生産事業部・農産加工事業部」

□創心會未来図鑑 □ SDGsな人 □創心會の笑顔

□投稿紹介 □健康「家トレ倶楽部」 □読者プレゼント

□撮影秘話 □TOPIC NEWS 

Q3

その他、今後読みたいテーマやご意見・ご要望をお聞かせください。Q4

いつもご意見・ご要望をお聞かせいただき、ありがとうございます。大切に読ませていただいております。
また、皆様のお声は社内にて前向きに検討させていただきます（広報 CSR 部）

キ
リ
ト
リ
線
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アンケートにご協力をいただいた方々に心から感謝申し上げます。

皆様からいただいたご意見やご指摘につきまして、真摯に受け止めると共に
改善努力を継続していくことで皆様にご満足いただける誌面を目指してまいります。

今後もよりご満足いただけるよう努めてまいりますので、
引き続き貴重なご意見をいただけますようお願いいたします。

倉敷市茶屋町 2102-14

7
1

0
-
8

7
9

0
3

4
4

社外報「PRIDEsign」vol.119
2023年2月号プレゼント係

のりしろ㋔と貼り合わせてください

の
り
し
ろ
㋓
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋒
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

個人情報保護に関して、広報誌を発刊するにあたり、創心會グループでは、ご利用者様をはじめとす
る全ての創心會グループに関係する方々の個人情報の保護が重大であると考え、「個人情報の保護に
関する法律」に基づき、お預かりした個人情報について、以下のとおり適正かつ安全に管理・運用す
ることに努め、次に挙げる利用目的の範囲内で、個人を特定できない形で処理した統計データとして
利用いたします。　■個人情報の取得と利用目的／①プレゼントの抽選、当選商品発送のため　②バッ
クナンバーの発送のため　③広報誌発行に伴う連絡・DM、各種お知らせ等の配信・送付のため　
④創心會グループからのセミナー、キャンペーン等イベントのご案内のため　⑤読者様からのお問い
合わせ・ご依頼へのご回答のため　⑥個人を特定しない形式の統計資料作成のため　■共同利用す
る個人情報等の項目／創心會グループは、個人情報（氏名、住所、電話番号、年齢、メールアドレス）
を次のグループ会社間で前述した利用目的で共同利用する場合があります。　①共同利用する者の範

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
５
年
9月

30日
ま
で

（
切
手
不
要
）

囲／株式会社創心會、株式会社ハートスイッチ、社会福祉法人創心福祉会、株式会社リンクスライヴ、
合同会社ど根性ファーム、合同会社連、そうしんクリニック茶屋町　②共同利用の管理責任者／株式
会社創心會　【連絡先】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　株式会社創心會（広報・CSR部 河﨑崇
史）　代表取締役社長 二神雅一　TEL：086-420-1500　■第三者提供／創心會グループは、ご本
人の事前の同意を得た場合、法令に基づく場合その他法律上認められている場合を除き、個人デー
タを第三者へ提供することはしません。　■開示請求／貴殿の個人情報について、ご本人には、開示・
訂正・削除・利用停止を請求する権利があります。手続きにあたっては、ご本人確認の上、対応させ
ていただきますが、代理人の場合も可能です。詳細については、以下「個人情報相談窓口」へご連絡
ください。【個人情報相談窓口】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　創心會グループ個人情報問い
合わせ窓口　TEL：086-420-1500　FAX：086-428-0946　E-mail：info@soushinkai.com

封筒でご送付の場合、切手は不要です

倉
敷
局
承
認

1078

氏名や住所など、はっきりご記入いただけますと幸いです。
この読者アンケートは、ファックスまたは封書としてご利用いただけます。

ファックスの場合はP.17のみご送信ください。

山折り❸山折り❸

山折り❷山折り❷

山折り❶山折り❶

キ
リ
ト
リ
線



プレゼント第１弾

プライドデザイン vol.119　撮影秘話

写経や絵画、編み物など多彩なご趣味をもつ大島様。今回の撮影に、ぜひチャレンジし
てみようと思えたのは、日頃から心身を支えてくれるスタッフの言葉が決め手となった
そうです。撮影の当日、大島様は「モデルのことは家族には内緒にしてきた」と照れな
がら打ち明けてくださいました。スタッフからは「ぜひ、ご家族を驚かせましょうね」
と気持ちを一つにして撮影に臨まれました。お召しになられていたお洋服は、織物から
仕立てたワンピースとショールは大島様ご自身が編まれたもの。慣れないポージングに
応え、少し疲労感がありながらも、珍しい体験ができたと楽しんでくださったようです。
表紙には、そんな大島様の奥ゆかしい、品のある表情のお写真をチョイスしました。

創心会リハビリ倶楽部 玉島　大島 重子さま

PRI
DEsign Vol.119
PRESENT

読者  　プレゼント

応募締切：2023年2月28日（当日消印有効）

読者の皆さまのお声をぜひお聞かせください。
P.17のアンケートにお答えいただいた方の中から
抽選でこちらの商品をプレゼントします。

3

「住まいを通じて生涯のおつきあい」という精神のも
と、住環境をとりまくあらゆる分野の開発に取り組
まれている総合メーカー「ミサワホーム中国」様より、
クレラップ（30cm幅２本）とミッフィーの顔型をした
かわいい食器用スポンジ（２個）、ミッフィー柄のポ
リエチレン袋（２種×10枚）がセットになった台所
グッズをプレゼント！

2
合同会社ど根性ファーム 協賛
ど根性ファーム産イチゴ・２パック

今号のTOPIC NEWSでもご紹介している合同会社ど
根性ファームが手塩にかけて育てたイチゴ（品種：よ
つぼし）が、2023年１月下旬より市場に初出荷され
たことを記念し、読者プレゼントに初登場です！甘
み、コク、程よい酸味、豊かな香りを併せ持つ絶妙
なハーモニーを楽しんでください。

創心會グループのノベルティグッズです。A4サイズ
もすっぽり入る不織布のトートバッグとスタイラス
付きの３色ボールペン（赤・青・黒0.7ｍｍ＆1.0ｍｍ）
と制服や社用車でお馴染みうろこ柄のマスキング
テープです。プライベートやビジネスなど様々な目
的やシーンに合う品々です。

1
ミサワホーム中国株式会社様 御協賛
ミッフィーオリジナル・キッチングッズ
（クレラップ／食器用スポンジ／ポリエチレン袋）
　　　　　　　　　　　

創心會グループ 協賛
創心會グループオリジナルグッズ
３点セット

10名様
８名様

５名様

A4サイズも入る
マチ付のトートバック

●
１粒

１粒
丁寧に収穫

●



食
感
で
、
酸
味
は
強
く
な
く
甘
味
が
広
が
り

ま
す
。
形
は
綺
麗
な
円
錐
形
で
、
美
し
い
光

沢
が
あ
る
鮮
や
か
な
赤
い
色
の
イ
チ
ゴ
は

生
食
以
外
に
も
ケ
ー
キ
や
パ
フ
ェ
な
ど
に
も

映
え
ま
す
。
ま
た
「
よ
つ
ぼ
し
」
は
種
か
ら

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
親
株
か
ら
病
害
虫
の

影
響
を
受
け
に
く
く
、
農
福
連
携
事
業
に
お

い
て
も
相
性
の
良
い
イ
チ
ゴ
と
言
え
ま
す
。

笠
岡
市
の
干
拓
地
に
あ
る
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム

の
温
室
内
は
ミ
ツ
バ
チ
が
元
気
に
飛
び
回
っ
て

お
り
、
受
粉
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ

栽
培
に
は
、ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
も
重
要
な
仕
事

で
あ
り
、
近
隣
の
農
家
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

い
た
だ
き
な
が
ら
飼
育
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
作
業
に
は
、
合
同
会
社
ど
根

性
フ
ァ
ー
ム
と
一
緒
に
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス

ラ
イ
ヴ
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
笠
岡

の
ス
タ
ッ
フ
も
就
労
し
て
お
り
、
共
に
イ
チ
ゴ

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
材
日
に
は
イ

チ
ゴ
の
収
穫
作
業
の
他
、
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
新
芽
が
出
る
細
い
茎
の
う
ち
、
育
成
に

不
要
な
も
の
を
選
別
し
て
取
り
除
く
作
業
な

ど
、
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
場
へ
の
初
出
荷
は
、
本
年
１
月
23
日
と

な
り
ま
す
。
岡
山
市
に
あ
る
「
お
お
も
り
農

園
」様
と
共
同
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
達
成
に
も

貢
献
す
べ
く
、
ノ
ウ
フ
ク
J
A
S
の
普
及
活
動

に
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
7
月
に
播
種
さ
れ
た
ど
根
性

フ
ァ
ー
ム
産
の
イ
チ
ゴ
「
よ
つ
ぼ
し
」
が
、

同
年
12
月
に
初
め
て
の
収
穫
が
行
わ
れ
、
市

場
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
出
荷
さ
れ
た

イ
チ
ゴ
の
品
種
「
よ
つ
ぼ
し
」
の
名
前
の
由

来
は
「
甘
味
」、「
酸
味
」、「
風
味
」、「
美
味
」

が
揃
っ
て「
よ
つ
ぼ
し
」級
に
お
い
し
い
こ
と
。

ま
た
、
４
つ
の
機
関
が
共
同
で
開
発
し
た
期

待
の
品
種
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
だ
あ
ま
り
ス
ー
パ
ー
等
で
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
珍
し
い
品
種
の
一
つ
で
、

果
肉
は
固
く
も
柔
ら
か
す
ぎ
も
せ
ず
適
度
な

ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
産
の
イ
チ
ゴ
が
初
出
荷
！

創
心
會

グ
ル
ー
プ

令
和
四
年
度 

新
卒
社
員
内
定
式

S O U S H I N K A I  G R O U P  T O P I C  N E W S

2
0
2
2
年
12
月
14
日
、
創
心
會
グ
ル
ー
プ
内
定

式
が
、
株
式
会
社
創
心
會
の
本
社
に
て
執
り
行
わ
れ
、

総
勢
11
名
の
令
和
5
年
度
入
社
予
定
の
内
定
者
が

出
席
い
た
し
ま
し
た
。
当
グ
ル
ー
プ
代
表
の
二
神
雅
一

よ
り
歓
迎
の
言
葉
と
共
に
内
定
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
弊
社
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
様

か
ら
も
内
定
者
に
向
け
て
心
温
ま
る
ス
ピ
ー
チ
を
頂

戴
し
、
参
加
者
一同
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
に

内
定
者
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、一
人
ひ
と
り
自
身

の
特
性
や
目
標
を
発
表
し
た
後
、
記
念
撮
影
を
し
て

式
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
春
フ
レ
ッ

シュ
な
笑
顔
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

合同会社 ど根性ファーム

創心會グループ

2
0
2
3
年
元
日
、
第
7
回
創
心
會
男
前
グ
ラ
ン

プ
リ
の
幕
が
切
って
落
と
さ
れ
ま
し
た
。男
前
G
P
と
は
、

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
現
場
で
活
躍
す
る
若
き
精
鋭
か
ら

選
抜
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
中
か
ら
最
も
輝
く
男
前
＝
リ
ハ

ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー（
※
）の
頂
点
を
皆
様
か
ら
の
投
票

で
決
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
投
票
は
１
日
１
回
、

株
式
会
社
創
心
會
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
投
票
サ
イ

ト
で
投
票
で
き
ま
す
。
今
回
も
個
性
豊
か
な
若
武
者

10
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

G
P
王
座
を
目
指
し
猛
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
者
、
戦
況

を
見
極
め
る
べ
く
沈
黙
を
貫
く
者
…
そ
の
戦
況
に
も
注

目
で
す
。
皆
様
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

第
７
回
男
前
グ
ラ
ン
プ
リ
開
幕
! !

※
リ
ハ
ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー：

リ
ハビ
リ
と
ケ
ア
の
融
合
に
よ
り
、
全
く
新
し
い
形
の
自
律
・
自
立
支
援
志
向
の
包
括
的
本
物
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
提
案
・
発
信
・
普
及
さ
せ
る
実
践
者
の
こ
と
で
あ
る
。

男前ＧＰ
投票サイト▼
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